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　11月19日（日）、倉吉未来中心で、SATOMI 外伝～もうひとつの八犬伝～

（SATOMI 外伝制作実行委員会主催）が上演されました。滝
たきざわ

沢馬
ばき ん

琴の名作

「南総里見八犬伝」をモチーフに、「市民影絵劇団みく」と中部の協力団体に

よる冒険ファンタジーとして制作されました。

　当日未来中心小ホールには約330人が詰めかけ、美しい影絵と役者たち

の織り成す幻想的な世界に魅了されました。

倉吉からまた新たな伝説が、
「SATOMI 外伝」もうひとつの八犬伝

倉吉未来中心・小ホール
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● 来春は保育園ですネ（保育所入所申込） ････ 6
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　　　　　　　　　市議会定例会のお知らせ ･･ 7
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倉
吉
市
集
会
の
あ
ゆ
み（
基
調
提
案
よ
り
）

部
落
を
解
放
す
る
教
育
の
創
造
と

行
政
の
確
立
を 

（
昭
和
48
年
〜
53
年
）

（
１
９
７
３
年
〜
１
９
７
８
年
）

　

市
集
会
は
小
・
中
学
校
の
同
和
教
育
か
ら
、

社
会
同
和
教
育
へ
と
、
模
索
し
な
が
ら
広
が
り

ま
し
た
。

　

集
会
は
、
職
種
ご
と
の
分
科
会
方
式
で
、
具

体
的
な
実
践
発
表
を
基
に
し
た
取
り
組
み
が
増

え
て
き
ま
し
た
。

部
落
の
完
全
解
放
を

全
市
民
の
力
で 

（
昭
和
54
年
〜
59
年
）

（
１
９
７
９
年
〜
１
９
８
４
年
）

　

全
市
民
が
部
落
解
放
を
自
分
の
課
題
と
し

て
自
覚
し
、
課
題
別
分
科
会
で
、
意
見
交
換

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
区
公
民
館
ご
と
の
同
和
教
育
研

究
会
や
同
和
教
育
推
進
員
組
織
な
ど
が
充
実

し
て
き
ま
し
た
。

人
権
宣
言
の
ま
ち
倉
吉
を
よ
り
確

か
な
も
の
に
す
る
た
め
に

（
昭
和
60
年
〜
平
成
８
年
）

（
１
９
８
５
年
〜
１
９
９
６
年
）

　　

地
域
改
善
対
策
特
別
措
置
法
が「
部
落
の

完
全
解
放
」
に
十
分
い
か
さ
れ
ず
、
部
落
差

別
が
多
発
し
て
い
る
現
状
が
明
ら
か
に
さ

れ
、「
部
落
解
放
基
本
法
」
制
定
の
必
要
性
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
倉
吉
市
部
落
差
別
撤
廃
と
あ
ら
ゆ

る
差
別
を
な
く
す
る
条
例
」の
具
体
化
と
、
部

落
解
放
に
向
け
た
人
権
啓
発
お
よ
び
反
差
別

の
市
民
運
動
の
重
要
性
を
確
認
し
ま
し
た
。

豊
か
な
人
権
文
化
の
創
造
を
め
ざ

し
て　
　
　
　
　

    

（
平
成
９
年
〜
）

（
１
９
９
７
年
〜
）

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
共
生
社
会
を
生
き

る
人
権
文
化
の
主
体
者
と
な
る
た
め
、「
部
落

の
完
全
解
放
と
人
権
の
確
立
を
全
市
民
の
力

で
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。

参
加
さ
れ
た
人
か
ら
の
感
想

人
権
問
題
講
演
会
よ
り

　

子
ど
も
は「
社
会
の
宝
」

　

近
年
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
の
報
道
か
ら
流
れ

て
来
る
子
ど
も
へ
の
虐
待
・
子
殺
し
親
殺
し
、

子
ど
も
同
士
の
い
じ
め
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
が

あ
ま
り
に
多
く
心
を
痛
め
る
毎
日
。

　

子
ど
も
は「
社
会
の
宝
」「
社
会
の
活
力
の

源
」と
本
当
に
つ
く
づ
く
思
う
日
々
で
す
が
、

こ
の
よ
う
な
事
象
は
遠
く
の
出
来
事
で
は
な

く
、
倉
吉
市
で
も
在
り
得
る
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
周
囲
の
大
人
た
ち
の
都

合
で
、
健
や
か
に
育
つ
権
利
が
保
障
さ
れ
て

い
な
い
と
感
じ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
森
田
ゆ

り
さ
ん
の「
子
ど
も
の
人
権
」〜
生
き
る
力
の

源
へ
〜
の
講
演
を
ち
ょ
う
ど
聴
く
こ
と
が
で

き
、
あ
ら
た
め
て
大
人
と
子
ど
も
、
親
と
子
、

自
分
と
子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
見
つ
め
直
す

機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
真
の
生
き
る
力
を
身
に
つ

け
る
た
め
に
、
子
ど
も
た
ち
の
そ
ば
に
寄
り

添
う
大
人
が
増
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

各
分
科
会
よ
り

「
就
学
前
・
学
校
教
育
と
進
路
保
障
で
は
」

　

総
合
的
な
学
習「
ふ
る
さ
と
タ
イ

ム
」の
取
り
組
み
か
ら

　

担
当
し
た
グ
ル
ー
プ
の
活
動（
聞
き
取
り
・

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
）
や
劇
で
の
ス
テ
ー
ジ
発

表
に
至
る
ま
で
の
苦
労
、
そ
の
取
り
組
み
を

通
し
て
の
心
の
葛
藤
や
人
権
意
識
の
変
容
な

ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

す
べ
て
の
市
民
の
幸
せ
を･

･
･

                                    

倉
吉
市
同
和
教
育
研
究
会（
市
民
活
動
委
員
会
）

人
権
週
間（
12
月
４
日
〜
10
日
）に
あ
た
っ
て

　

昨
今
、
学
校
で
の
い
じ
め
、
自
殺
が
テ
レ
ビ
や
新
聞
を
に
ぎ
わ
せ
、
文
部
科
学
省

か
ら
全
国
の
小
・
中
学
校
・
高
等
学
校
に
対
し
て
、
緊
急
調
査
を
行
う
と
い
う
通
知

が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
36
年
前
、
部
落
差
別
解
消
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
差

別
を
な
く
す
た
め
、
倉
吉
市
同
和
教
育
研
究
会
を
発
足
し
、
倉
吉
市
集
会
な
ど
で
実

践
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
人
権
週
間
」
特
集
と
し
て
、
す
べ
て
の
市
民
の
幸
せ
の
た
め
に
、
そ
し

て
各
関
係
機
関
や
一
般
の
人
へ
の
市
集
会
や
市
同
研
な
ど
の
理
解
・
啓
発
を
求
め
て
、

９
月
３
日（
日
）に
行
わ
れ
た
市
集
会
を
取
り
上
げ
ま
す
。

倉吉市集会参加者数
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こ
の
学
習
に
よ
っ
て
、
地
域
の
人
と
の
ふ
れ

あ
い
、人
の
優
し
さ
や
す
ば
ら
し
さ
に
共
感
し
、

日
常
的
な
交
流
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
な

が
ら
、
一
人
で
も
多
く
の
生
徒
が
、
自
分
の
問

題
と
し
て
差
別
と
向
き
合
い
、
差
別
を
な
く
し

て
い
く
力
を
つ
け
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

「
男
女
共
同
参
画
で
は
」

　

①
ア
メ
リ
カ
と
日
本
で
働
い
た
Ａ
さ
ん
は
‥

　

両
国
の
大
企
業
で
働
い
た
経
験
を
も
つ
Ａ

さ
ん
の
報
告
は
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
採
用

方
法
の
違
い
に
つ
い
て
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ

は「
国
籍
は
問
わ
ず
同
一
と
し
、
年
齢
制
限

や
男
女
の
格
差
も
な
く
、
仕
事
の
能
力
を
評

価
し
ま
す
。
そ
の
た
め
キ
ャ
リ
ア
志
向
の
女

性
に
は
快
適
な
職
場
で
す
。
そ
れ
に
比
べ
て

日
本
で
は
、
経
歴
は
同
じ
で
も
、
男
性
を
多

く
採
用
す
る
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。
日
本

は
国
際
的
で
あ
る
の
に
、
採
用
方
法
が
ま
だ

古
い
と
感
じ
ま
し
た
」。

　

②
女
性
消
防
士
Ｂ
さ
ん
は
‥

　

「
消
防
士
は
、
今
ま
で
男
性
の
職
場
と
さ

れ
て
き
た
た
め
、
施
設
の
改
善
が
必
要
な
こ

と
や
、
訓
練
の
内
容
は
男
女
同
じ
で
き
つ
い

け
れ
ど
、
後
々
の
た
め
に
レ
ベ
ル
は
高
く
し

て
挑
戦
し
た
い
。
ま
た
女
性
だ
か
ら
で
き
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
で
き
な
い
と
言
え
る

こ
と
も
大
事
で
す
」

　

「
国
内
に
は
女
性
の
消
防
署
長
も
誕
生
し

て
い
ま
す
。「
限
界
を
決
め
ず
や
っ
て
み
る
」

と
い
う
こ
と
、
女
性
消
防
士
と
し
て
気
づ
く

こ
と
を
大
切
に
し
て
、
女
性
で
あ
る
以
前
に

自
分
ら
し
さ
で
勤
め
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
①
②
の
報
告
を
通
し
て
、
男
女
が
互

い
の
人
権
を
侵
さ
ず
、
尊
び
、
生
き
生
き
と

暮
ら
せ
る
社
会
が
実
現
す
る
ま
で
に
は
、
課

題
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

「
男
女
共
同
参
画
」と
い
え
ば
、
女
性
の
言

い
分
を
聞
く
会
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
と

も
に
生
き
る
社
会
の
実
現
の
た
め
、
互
い
の

選
択
肢
を
自
分
の
価
値
観
で
狭
め
た
り
せ

ず
、
選
択
肢
の
広
が
る
社
会
に
な
る
よ
う
努

め
た
い
も
の
で
す
。

「
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
で
は
」

　

罪
を
犯
し
た
人
の
そ
の
後

　

罪
を
犯
し
た
人
は
、
社
会
復
帰
を
し
て
も

世
間
に
冷
た
い
目
で
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
社
会
の「
無
理
解
・
無
関
心
」か
ら
来

る
差
別
と
偏
見
で
す
。

　

罪
を
犯
し
た
人
の
自
ら
の
学
習
は
も
と
よ

り
、
私
た
ち
自
身
が
、
そ
の
人
を
温
か
く
受

け
入
れ
る
心
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
被
害
者
救
済
制
度
の
充
実
も
急
務

で
す
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
は
治
る
病
気

　

平
成
８
年「
ら
い
予
防
法
」
が
廃
止
さ
れ
、

法
律
上
で
は
自
由
が
約
束
さ
れ
て
い
る
の

に
、
差
別
と
偏
見
が
依
然
と
残
り
、
安
心
し

て
生
活
で
き
な
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
多
く
の
人
の
無
理
解
や
無
関
心

か
ら
来
る
偏
見
が
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
か

ら
で
す
。
社
会
か
ら
こ
の
偏
見
や
差
別
を
取

り
除
か
な
い
か
ぎ
り
、「
真
ま
こ
と

の
人
間
ら
し
さ
」

を
取
り
戻
せ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
積
極
的
に

自
分
か
ら
機
会
を
つ
く
っ
て
社
会
の
発
す
る

情
報
に
関
心
を
持
ち
、
何
が
差
別
な
の
か
、

正
し
く
判
断
で
き
る
力
を
養
っ
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
人
の
命
や
生
き
方
に
か
か
わ

る
人
権
学
習
が
必
要
だ
と
強
く
感
じ
ま
し

た
。

「
お
わ
り
に
」

　

情
熱
と
行
動
力
を

　

人
権
問
題
を
学
習
す
る
と
き
、
具
体
的
な

課
題
を
取
り
上
げ
な
い
で
、
人
権
を
抽
象
的

な
価
値
観
や
心
情
主
義
的
な
心
に
置
き
換
え

て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
人
間
ら
し
く
生
き

る
こ
と
の
意
味
を
問
い
続
け
、
そ
れ
を
実
現

し
よ
う
と
す
る
情
熱
と
行
動
力
を
持
つ
こ
と

に
よ
っ
て
、
人
権
が
保
障
さ
れ
る
社
会
の
実

現
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
そ
う
い
う
願
い
や

思
い
を「
社
会
の
中
で
実
現
す
る
実
践
力
」

を
身
に
つ
け
る
人
権
学
習
を
め
ざ
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

倉
吉
市
同
和
教
育
研
究
会
は
、
よ
り
多

く
の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ど
な
た

で
も
自
由
に
加
入
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
１
，
２
８
５
人
の
会
員
が
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

※
問
合
せ
先

：

倉
吉
市
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
（
あ

２
２

－

４
７
６
８
／
い
２
２

－

４
９
０
１
）

特　集

熱心に聞き入る参加者

分科会で話される参加者
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平成19年度予算～打吹公園の仲間たちと倉吉の財政を知るシリーズ～

　今回は国の歳出、税収と国債発行額の推移、地方全体の地方交付税額の推移、そして平成19年度倉吉市の
予算の見通しについてお話しします。

来年も厳し

いぞ

の り こ え
ていかなく
ちゃ

最終回

　平成19年度の見通しはどうでしょう。８月に発表さ
れた国の地方財政収支仮試算を倉吉市に当てはめて考
えると、地方交付税と臨時財政対策債との合計で 2億
円の減、減税補てん債と地方特例交付金との合計で
１億円の減となります。このため、平成19年度の歳入
は、18年度と比較すると一般財源ベースで３億円程度
の減額が予想され、これまで以上に厳しい予算編成を
行う必要があります。そのため、公債費負担適正化計
画や財政健全化計画をもとに将来にわたって持続可能
な財政運営を目指した予算編成を行う予定です。

　平成３年ごろのバブル崩壊
で、それまで安定して伸び
ていた国税の収入が減少して
しまいました。そこで景気を
刺激して再び税収を増やそう
と、国はかつてないほど多額
の国債を発行し、歳出を増や
し続けました。しかし景気は
思ったほど好転しませんでし
た。

　悪化した国の財政を再建
するために行われたのが、
地方への支出（交付税と補助
金）の削減でした。これが平
成16年度に本格的に始まっ
た「三位一体の改革」です。
三位一体の改革によって国
からの交付税に多くを頼っ
ていた地方自治体の財政は
一気に悪化していきました。
これは倉吉市でも同じこと
で、ここ数年はお金のやり
繰りに四苦八苦しているの
が現状です。

地方交付税（臨時財政対策債含む）

16.8 17.1

9.8 9.9 10.6

12.5
13.8

14.8 15.7 15.4 15.5
16.2

20.9 21.4 21.8
22.8

23.9

21.1
20.1

17.5
18.8

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

S61 S62 S63 H元 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

兆円

国の歳出と税収の推移
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国債発行額 国税 歳出総額

バ
ブ
ル
崩
壊

おしまい

なんだらぁし明る

い倉吉の未来をみんな

でつくらぁで

国債をた
くさん発行し
たね

　
地方も交付税
におんぶにだっこ
じゃだめだね

打吹公
園名物

おさる
さん

15 年度ま
では交付税が
増え続けたん
だよ

　
「三位一体の改革」
で急に交付税が減っ
てるね

国債をたく
さん発行し続
けると

　
借入がかさ
むということ
だね
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休日健診の時間と場所の変更
　くらよし健康ガイドやちらしなどでお知らせしてい
ました12月10日（日）の休日健診について、次のとおり
変更があります。お詫びして訂正いたします。
《変更前》

受付時間 午前９時～10時

場　所 県立倉吉体育文化会館

《変更後》

受付時間 午前８時～10時

場　所 市保健センター（伯耆しあわせの郷内）

※問合せ先：健康支援課（あ 26－5670）

保健事業に関するお問い合わせは、健康支援課（あ26-5670／い26-5660）
健康支援課の場所は、伯耆しあわせの郷2階です。

＊希望によって血圧測定、体重測定、体脂肪・内臓脂肪レベル測定ができます。相談日以外でも健康支援課で随時相談を受け付けています。

献血にご協力ください【全血献血】
期　日 場　所 時　間

12月21日（木） パープルタウン 11：00～17：00

12月24日（日） 倉吉未来中心 10：00～15：00
※申込・問合せ先：鳥取県赤十字血液センター（あ 0857-24-8101）

■健康相談　
対　象 日　程 時　間 ところ 内　　　容

食事や健康面につい
てどなたでも気軽に
ご相談ください

12月21日
（木） 受付

13：30～15：30

関金総合文化センター
（関金庁舎隣）

栄養士・保健師による個別相談
＊栄養士の相談は要予約（あ26-5670）

12月25日
（月）

倉吉市役所　第４会議室
（東庁舎２階）

栄養士・保健師による個別相談
＊栄養士の相談は要予約（あ26-5670）

医療機関での受診券を使った健診は

12月末までです
　平成18年度倉吉市健康診査受診券（40～69歳：
青色封筒、70～84歳の基本健診：緑ハガキ、70～
84歳のがん検診および85歳以上：黄緑色）の利用
期限は、12月末（医療機関で最終診察日は異なり
ます）までとなっています。今年度まだ健診を受
けていない人は、お早めに受診券を使って受けて
ください。
※ 70歳以上の人のがん検診、および 85歳以上の人
の各種健診は申込をして受診券を取り寄せてく
ださい。
申 込方法：電話などで健康支援課に申込をしてく
ださい。
健 康診査内容：基本健診・胃がん検診・肺がん検診・
大腸がん検診・子宮がん検診・乳がん検診（乳が
ん検診は平成17年度受診された人は受けられま
せん）●料金など詳しくは、４月に配布してあ
ります「くらよし健康ガイド」をご覧ください。

※申込・問合せ先：健康支援課（あ 26－5670）

12
月
ホ
ッ
と
い
き
い
き
教
室

〜
介
護
予
防
教
室
〜

　

65
歳
以
上
の
介
護
認
定（
要
支

援
・
要
介
護
認
定
）
を
受
け
て
い
な

い
人
を
対
象
に
、
加
齢
に
よ
る
閉

じ
こ
も
り
を
ふ
せ
ぎ
、
一
人
ひ
と

り
が
生
き
が
い
を
み
つ
け
、
い
き

い
き
と
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
介

護
予
防
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き

：

12
月
13
日（
水
）
午
前

10
時
30
分
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

：

グ
リ
ー
ン
ス
コ
ー
レ
せ

き
が
ね

内　

容

：

ミ
ニ
講
話
・
簡
単
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン

参
加
料

：

１
，
２
０
０
円（
昼
食
・

入
浴
料
）

※
送
迎
希
望
の
人
は
、送
迎
し
ま
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
込
・
問
合
せ
先

：

長
寿
社
会
課

（
あ

２
２

－

７
８
５
１
／
い

２
２

－

７
０
２
０
）　

介
護
予
防
教
室
に
ご
参
加

を
！

　

上
灘
・
成
徳
地
区
の
元
気
な
高

齢
者
づ
く
り
を
目
指
し
、
介
護
予

防
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

『
色
は
心
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
と

い
わ
れ
、
生
活
の
中
で『
カ
ラ
ー

（
色
）』
が
人
の
心
と
身
体
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
よ
う
で

す
。

　

色
を
生
活
に
取
り
入
れ
て
、
気

分
も
身
体
も
元
気
に
楽
し
く
暮
ら

し
ま
し
ょ
う
。

と　

き

：

12
月
16
日（
土
）
午
前
10

時
〜
11
時
30
分（
受
付
９
時
30
分

〜
）

と
こ
ろ

：

成
徳
公
民
館

テ
ー
マ

：「
カ
ラ
ー（
色
）
を
楽
し

ん
で
明
る
い
生
活
を
！
」

講　

師

：

カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー　

田
中
良よ
し
え枝

さ
ん

対
象
者

：

上
灘
・
成
徳
地
区
に
お

住
ま
い
の
人

参
加
料

：

無
料

※
介
護
予
防
教
室
終
了
後
、
セ
ン

タ
ー
職
員
に
よ
る
個
別
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

※
申
込
・
問
合
せ
先

：

倉
吉
中
央
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
上
灘
・
成
徳
）

（
あ

２
２

－

６
１
０
２
／
い

２
２

－

６
１
０
６
）

朝ごはんは一日

の元気のもと！

必ず食べよう !!




